
       
 

早いもので１２月(師走)に入り、令和６年も残すところ１ヶ月を切りました。昨年からコロナ禍より通常の

生活が戻り、様々な地域イベントも順次再開してきました。公民館においては「つどい・まなび・つなぐ」を

スローガンに職員一同で努力して参りましたが、至らぬ点も多々あったかと存じます。 

今年も残すとこ１か月となりましたが皆様方のご協力のおかげで無事一年を終えられそうです。心から感謝

申し上げます。今後も、より良い公民館運営に向けて、なお一層施設改善や講座の充実に努力してまいります

ので、来年も磯辺公民館へのご理解とご協力のほどよろしくお願いします。 

 

郷土の歴史シリーズ  ～磯辺地区が海だった頃の検見川周辺の話～ 

(１)稲毛・検見川の交通について 

千葉からの東京方面への交通として房総往還があります。房総往還は千葉神社から現国道 126 号線を

通り、穴川を経由して稲毛に出ていました。また近道としては、登渡神社から台地上の黒砂を通り稲毛に

出たようです。また鉄道が開通したあと、駅は稲毛に開設されたままでしばらく検見川の人々は不便で

したが、大正１０年に京成検見川駅が開業し、昭和２６年７月１５日国鉄新検見川駅が開業したことで、

人々の足は大変便利になりました。 

(２)検見川の三間間口屋について 

検見川５丁目の旧国道１４号線（旧房総往還）の両側には開口が３間で同じような区画の家が並んでい

ます。中には間口は以前のままでも改築してしまったものや、２戸分をいっしょにして新築してしまっ

たものもありますが、千葉市内ではめずらしい昔ながらの佇まいです。 

検見川は、昭和４０年代初め頃に埋め立てが始まり、それまでは、半農半漁のしずかな町でした。江戸

時代の検見川は幕府の天領で、村人は海岸沿いには住まず、今の検見川１丁目や３丁目の丘の上に住ん

でいました。その頃は道路も今のように整備されておらず、幕張や稲毛方面に

行くのも潮の引いた時に海岸を歩いて往来していたようです。明治末期になる

と、検見川も人口が増え次男三男の住宅建築の問題や、浜の網張り争いなどか

ら、新田（現在の５丁目）の旧国道１４号線の両側に入居予定者が共同作業で、

街の建設にあたり、この時にどうすれば多くの人が住めるか考えた結果、三間

間口屋というアイディアが生れたようです 

 (３)検見川無線送信所の話 

検見川送信所は、１９２３年（大正 12年）に建設が決定し、埼玉県の岩槻（いわつき）受信所と共に

2年あまりをかけ建設され、１９２６年（大正 15年）4月 1日に開局しました。 

今は東京のベッドタウンとして住宅地が広がる検見川も、当時は海沿いの漁村で、街道沿いに宿場があ

ったものの、送信所周辺は一面のサツマイモ畑でした。開局後、検見川送信所では長中短波無線通信の 

研究と実用化を推進しました。そして１９３０年（昭和 5年）10月 27日には、軍縮条約批准に際し日米

英の３ケ国首脳による記念放送で、日本で初めての国際放送として短波無線電話送信機による送信に成

功し、「検見川」の名を世界に広めました。しかし、検見川周辺の宅地化により、古河市の名崎送信所に

その機能を移転し、１９７９年（昭和 54年）2月 28日をもって閉局しました。 
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主催事業のお知らせ  
令和６年１２月１３日（金）すっきり年越し！年末の整理収納術 

１２月１４日（土）こども書き初め教室 

令和７年 １月２９日（水）なるほど！睡眠と健康の知恵袋講座 

     ２月２０日（木）千葉県文書館出前講座「神道・神社の歴史と房総」 

     ３月１９日（水）聞いてなるほど！マヨネーズのお話 

年末年始休室・休館について 
  〇年末年始の休室（公民館も休館です） 
     令和５年１２月２９日（日）～令和６年１月３日（金） 

※返却ポストもご利用いただけません。 

   

◎休室中の資料をインターネット等から予約された場合、在庫の資料であっても、 

貸し出しは休室明け以降となりますのでご了承ください。 

 

◇盛況だった雑誌譲渡会 
 10月 26・27日の磯辺公民館文化祭に合わせて開催された不用雑誌・書籍譲渡会は、おかげ

さまで約 140冊の雑誌・書籍のほとんどがご希望の方に譲渡され、盛況のうちに終了いたしま

した。ご参加いただきました皆様ありがとうございました。 

 
◇11・12月の展示コーナー ～「日本・郷土をふりかえる」～ 

年末年始が近づいてまいりました。 

寒い冬が到来しますが、冬は寒さとともにクリスマスや 

お正月など楽しい行事も待っています。 

磯辺公民館図書室では、日本の伝統行事や古典にふれて 

いただくような本を展示しております。（右写真） 

ご来室をお待ちしております。 

【配架本の一部】 

・えほん百科「ぎょうじのゆらい」  

・はじめて出会う古典作品集       

・心をそだてるはじめての落語    

・すらすら読める源氏物語        

・日本人なら知っておきたい日本文学 

  ・千葉の森カフェ          

・きれいが楽しい収納術         

 
◇1・2月の展示コーナーは ～「健康的な毎日を」～ の予定です。 



 


